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平成２７年度 事業報告 

 
平成２７年度における当連盟の活動は、次のとおりでしたので報告いたします。 

１ 会議・委員会の開催                       平成 26 年度 

・常任総務会：６回(2/4、3/25、5/27、7/22、9/2、12/9)         6 回 

・総 務 会：３回（2/18、6/24、10/14）                3 回 

   ・支部長・地域連盟会長会議：２回（3/4、9/9）             0 回 

・評 議 員 会 ：２回（3/11、11/11）                   2 回 

・監 査 会：１回（2/13）                     1 回 

 ・会計担当者会議：０回                        2 回 

 

２ 会員増強運動 

（１）会員増強月間の設定 

平成２６年度に引き続き、4月・10 月を会員増強月間に設定し、支部・地域連盟あげ

て新規会員の獲得に取り組んだ。                   平成 26 年度 

新規会員への勧誘     4 月― 159 名 10 月― 114 名 計 273 名  計 209 名 

新規会員の獲得 県薬連  4 月― 3 名 10 月― 13 名 計 16 名   計 13 名 

地域連盟 4 月―  10 名 10 月― 17 名 計 27 名   計 23 名 

なお、5支部・26 地域連盟から各会員名簿の提供をいただき、新会員獲得に活用した。 

 

（２）県薬新規入会者への勧誘 

平成２７年 1月から１２月までの２３２名に対して、３折りパンフレット等を送付し、

入会案内を行い、結果は６名の入会を得た。このほか、県薬の研修会において、入会案

内を行った。 

 

 

（３）支部会員の増強 

   県薬会員である未入会の開設者２４６名（９支部）に、３折りパンフレット等を送 

付し、入会案内を行い、結果は１５名の入会を得た。 
 

 

３ 藤井もとゆき講演会の開催         

平成２７年１１月１１日に藤井もとゆき参議院議員を招き、講演会を開催した。 

講演内容：「かかりつけ薬剤師・薬局への期待」（参加者 52 名、うち非会員 2名） 

 

 

４ 公開講座の開催 

平成２７年９月５日に経済学者の髙橋洋一氏を招き、公開講座を開催した。 

講演内容：「財政再建と社会保障」（参加者 54 名、うち非会員 12 名）      
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５ 国会見学会の開催       

国会見学会を計画４回に対し３回開催し、松本純衆議院議員・藤井もとゆき参議 

院議員との懇談、国会内部（衆議院側）や、本会議の傍聴、さらには憲政記念会館 

等を見学した。 

また、うち１回は、マイクロバスを利用し、通常の見学コースに加え、靖国神社 

参拝と遊就館の見学をした。 

  ・4/22  日（水）…参加者 5 名（うち非会員 1人） 

・6/10 日（水）…参加者 14 名 

  ・9/16 日（水）…参加者 18 名（マイクロバス利用） 

（合計 37 名参加） 〈平成 26 年度：4回開催 63 名参加〉 

 

６ 機関紙の発行その他の事業 

 

（１）連盟だよりの発行 

神奈川県薬剤師会雑誌「薬壺」に連盟だよりを掲載した。 

（年６回、１回あたり２頁～６頁。） 

毎号に、松本純衆議院議員及び藤井もとゆき参議院議員の国会報告を掲載した。 

 その他の主な掲載記事 

1・2 月号 平成 26 年 11 月 11 日開催、藤井もとゆき講演会 講演録 

3・4 月号 平成 27 年度活動方針・事業計画 

5・6 月号 平成 26 年度事業報告、平成 27 年度会費納入のお願い 

9・10 月号  平成 27 年 10 月の会員増強月間の取り組みについて 

国・神奈川県への平成 28 年度予算要望 

11・12 月号 公開講座結果、国会見学バスツアー結果 

 

（２）広報活動 

ホームページに本連盟の活動紹介を引き続き行い、また、本連盟と政策協定を結 

んだ議員のホームページとのリンクをした。 

本連盟の入会案内と活動報告を内容とする３折りのパンフレットを 1,000 部作成 

し、会合・講演会等で配布した。 

  フェイスブックでの情報交換をした。 

 

７ 地域連盟への支援 

   ２６地域薬剤師連盟に対して、寄附金の１５％（2,845 千円）と寄附依頼額を上

回った金額の５０％（8千円）を２地域連盟へ、活動費として交付した。 

 

 

８ 自民党県連予算要望 

平成２８年度県・国への予算要望として下記の７件の要望書（平成 27 年 7 月 23 日

付け）を提出し、回答（県－平成 27 年 12 月 18 日付け、国－平成 27 年 12 月 5 日付

け）を受領した。 

(１) 神奈川県への要望３件 

① 「くすりと健康相談薬局」への協力について 

② 女性薬剤師等の復職支援について（継続） 

③ 地方単独公費負担医療制度における医療費請求先の一元化について（継続） 
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（２） 国への要望４件 

① 「門内薬局」などの利便性による構造規制緩和に反対する 

② 高度管理医療機器販売営業管理者の継続研修の見直しについて 

③ ＩＣＴ（情報通信技術）の活用促進を図るため、財政的支援及びルール策定につ 

いて（継続） 

④ 薬学教育に係る長期実務実習費の非課税化について（継続） 

 

なお、県への要望②女性薬剤師等の復職支援については、27・28 年度補助される見

込み。③地方単独公費負担医療制度における医療費請求先の一元化については、平成

２８年３月診療分（４月提出分）から全市町村が支払基金に一元化されることになっ

た。 

 

 

９ 統一地方選挙、厚木・海老名市長選挙 

平成２７年４月投票の第１８回統一地方選挙において、黒岩祐治県知事及び１０人 

の県議会議員候補者を推薦し、政策協定を締結・支援し全員当選した。 

平成２７年２月投票の厚木市長選挙において、石射正英候補者と政策協定を締結・ 

支援したが、残念ながら落選した。 

平成２７年１１月投票の海老名市長選挙において、内野優候補者と政策協定を締

結・支援し、当選した。 

 

  

１０ 政党への支援 

自由民主党に、党員５０名を継続登録し、支援した。 

自由民主党神奈川県支部連合会各種団体懇話会へ参加した。 

 

１１ 議員、首長への支援                   

（１） 松本純衆議院議員関係  

１区支部大会・後援会総会（3/9）、政経セミナー（6/22）、励ます会（10/19）、 

忘年会（12/14）への参加。           

 

（２） 藤井もとゆき参議院議員関係  

藤井もとゆき君と語る会（10/13）への参加。 

  全国藤井もとゆき薬剤師会後援会役員会へ後藤幹事長等 3名参加。（7/30、10/13） 

  後援会入会申込書収集依頼を平成 27 年 11 月より開始。 

  県薬連主催の藤井もとゆき議員を励ます会（11/11）の開催。 

 

（３） 黒岩祐治神奈川県知事関係 

後援会１０名登録、ランチセミナー（7/21）、励ます会（11/25）への参加 
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１２ 首都圏薬剤師連盟会長・幹事長連絡協議会への参画 

  東京都、千葉県、埼玉県の各都県薬連との情報交換等を行った。 

   第 7 回 平成 27 年 10 月 28 日（会場：東京都薬剤師会館） 

     

１３ その他 

(１)日薬連との協議 

復帰に向けての意見交換をした。（5/26、9/30、12/9） 

平成 27 年 11 月 11 日の評議員会において、平成 28 年 4 月を目処に日薬連への復帰 

が承認された。 
  

（２）支部・地域連盟からの活動報告書の受領 

   3 支部、16 地域連盟より機関紙の発行・入会案内の作成・会議の開催・会員名簿の 

作成・会費の徴収方法・会員の増減の要因などの報告書を受領し、6/24 総務会にて報 

告した。 


